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大田区立新井宿福祉園 

令和 5 年度(2023 年度)事業報告 

 

１，運営方針 

「地域と共にある」 

(1)利用者の権利と尊厳を守り、一人ひとりの個性と可能性を尊重した支援を行い利用者が 

地域で暮らし続けられることを目指します。 

(2)利用者のニーズを把握し、効果的なサービスの提供と効率的な事業所運営に努めます。 

(3)家族、関係機関、地域社会との連携を図り、利用者の自立を目指した運営に努めます。 

(4)情報公開等により、透明性の高い運営に努めます。 

 

２，職員等配置 

・正規職員    25名 

・正規職員以外   7名（嘱託職員 0名、再雇用職員 1名、非常勤職員 6名）  

・嘱託医          2名              合計 34名 

 

３，利用者受入等・年間作業売上金の分配 ＊日数・％等は前年同期比 

定員 開所日数 延べ利用者数 平均利用者数 稼働率 利用率 

40名 239日(+1日) 8,143名 34.1名 85.1％ -4.9% 78.9％ -4.9％ 

作業売上金の分配 作業収益金として、3月配布 8,600円 

※平均利用者数＝延べ利用者数÷開所日数（小数点第 2位以下切り上げ） 

※稼働率＝延べ利用者数÷（定員×開所日数）  

※利用率＝延べ利用者数÷（在籍数 43.2名×開所日数） 

＊新規利用者 1名（4月 1日付け：1名（施設間異動）） 

＊退所者 2名（8月 13日付け：1名（施設入所）、2月 29日付け：1名（施設入所）） 

４，重点目標に対する取り組み状況 

第 5 次経営改革プラン項目 Ⅲ 分野横断的な連携による複合的課

題に対する包括的支援の推進 
回数・日付 人数 

１ 

利用者の社

会参加と自

立機会の提

供 

内容 

(1) 利用者の「できること」「創造性」「喜び」

「幸せ」を中心とした活動の提供 

⇒利用者の特性と時間軸に合わせた活動提

供（活動や食事時間の選択等）。 

⇒形にこだわらず、職員と協力し、創造した

作品作り（創作や自主生産品作業等）。 

(2)自主生産品の定期販売活動や、多様な活 

動を通じた、地域社会とのつながりを感じ 

られる活動の提供 

⇒地域イベントへの出店 

通年 

 

 

 

 

 

 

 

 

17回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 69名 
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第 5次経営改革プラン項目 Ⅰ 面的支援体制整備の推進 回数・日付 人数 

２ 
関係機関と

の連携強化 
内容 

(1) 個々の生活環境・障害特性等に合わせた 

効果的なサービス提供への協力 

⇒サービス提供事業所への情報提供と共有 

(2)事業所・法人内外の職員連携強化に向け 

た交流企画等の取り組み 

⇒法人内事業所間交流等研修の受け入れ 

⇒法人内事業所間交流等研修参加 

⇒法人内他事業所との交流活動 

⇒送迎バス運転手と添乗員(委託業者)に対

する権利擁護研修 

通年 

 

 

 

 

2回 

3回 

3回 

1回 

 

 

 

 

 

 

2名 

3名 

41名 

18名 

 

第 5 次経営改革プラン項目 Ⅱ 地域に根ざした公益的な取り組みの

推進 
回数・日付 人数 

３ 

安心・安全

のまちづく

りへの参加 

内容 

(1)「地域に出向き、地域を招き入れる」交 

流活動（新井宿地区スペシャルデー、小・ 

 中学校との交流企画等） 

⇒大田区障がい者総合サポートセンター 

区民向け地域交流イベントへの参加 

⇒地域への物品貸出し(やきそば用鉄板) 

⇒新井宿地区 福祉と文化と医療のまち 

のスペシャルデー参加 

⇒入新井第二小学校交流会 受け入れる 

入新井第二小学校交流会 出向く 

⇒大森第三中学校職場体験 受け入れる 

 大森第三中学校職場体験発表会 参加 

(2)地域防災活動等への参加 

⇒市野倉出張所の消防隊員との消火訓練 

※職員のみ 

⇒大森警察署警察官による不審者対応講習         

※職員のみ 

 

 

 

2回 

 

2回 

11/3 

 

3回 

1回 

1回 

1回 

 

1回 

 

1回 

 

 

 

8名 

 

 

 

 

102名 

3名 

3名 

1名 

 

20名 

 

20名 

第 5次経営改革プラン項目 Ⅳ福祉人材の確保・育成・定着 回数・日付 人数 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

サービスの

質の向上と

人材育成 

内容 

(1) 事例検討を通したチーム支援力と専門 

性の向上 

⇒事業所内事例検討会の実施 

⇒事例検討会「深谷塾（講師：深谷美枝明治

学院大学教授）」への支援員派遣 

(2) 計画的な研修実施とキャリアパスに応 

じた人材育成 

⇒業務内容の振り分け、研修参加と面談。 

 

 

4回 

6回 

 

 

75名 

2名 
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５，年間行事実績 

4 月 

入所式 

保護者向け事業所見学会(大田区立大田生活実習所・令和 7年度仮移転先) 

大田区子どもガーデンパーティー(雨天中止のため事業所内で通常活動) 

5 月  

6 月 
生活班別上期懇談会、訪問理美容、 

新型コロナウイルスワクチン巡回接種 6回目(21名) 

7 月 宿泊訓練旅行(分散型) 

8 月 個別外出、小グループ外出、宿泊訓練旅行(分散型)、利用者自治会企画活動・表彰会 

9 月 個別外出、宿泊訓練旅行(分散型)、訪問理美容 

10 月 
個別外出、小グループ外出、保護者向け事業所試食会(大田区立大森東福祉園・令和 7年

度導入セントラルキッチン調理給食) 

11 月 個別外出、小グループ、班外出、新井宿地区福祉と文化と医療のまちのスペシャルデー 

12 月 班外出、クリスマスコンサート、訪問理美容、利用者自治会企画活動・表彰会② 

1 月 班外出、二十歳を祝う会 

2 月 ユニクロショッピング（SDGｓ活動：買い物バック持参）下期懇談会 

3 月 
訪問理美容、ボランティア懇談会、利用者自治会企画活動・表彰会③ 

保護者向け事業所見学会(大田区立大森東福祉園)、民生児童委員懇談会、 

 

６，人材確保・育成とサービスの質向上の取り組み・研修 

 実施項目 具体的取組の内容 回数･日付 人数 

１ OJT・職場

内研修 

(1)各種規程を活用し、キャリアパスに応じた業務引継

ぎ・OJTの実施 

(2)職場内研修の計画と実施 

※虐待防止・権利擁護・障害特性・支援技術・危機管理・

感染症対策・保健衛生等 

⇒介護技術(ボディメカニクス) 

⇒口腔ケア・摂食の基礎 

⇒送迎バス 車椅子乗車方法確認 

⇒虐待防止・権利擁護研修 

⇒感染症予防研修 

⇒委託送迎バス運転手と添乗員に対する権利擁護研修 

通年 

 

 

 

 

1回 

1回 

3回 

1回 

1回 

1回 

 

 

 

 

 

19名 

19名 

19名 

31名 

20名 

18名 

２ 外部研修 ① 障がい特性     9講座 

② リスクマネジメント 1講座 

③ 利用者支援・技法  8講座 

④ 福祉サービス・制度 5講座 

⑤ 経営・運営     12講座 

⑥ その他        2講座 

9回 

3回 

10回 

5回 

17回 

3回 

9名 

3名 

10名 

5名 

17名 

3名 
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７，その他特記事項 

・改築に関する近隣住民向け説明会  ：大田区主催 9月 12日、3月 27日 

・改築に関する保護者説明会     ：大田区主催 12月 22日、3月 22日 

・大田生活実習所移転に伴う打ち合わせ：大田区主催 1月 18日 

・給食業者プロポーザル       ：7月 19日 

・第三者評価(日本チャリティー協会)  ：日本チャリティ主催 受領日 12月 22日 

・福祉サービス第三者評価受審結果を踏まえた改善活動(令和 5年度受審) 

〇特に良いと思われる点 

タイトル１ 
経営層の情報共有化の姿勢が浸透し、働きやすい職場環境となっていることが

窺える。 

タイトル２ 多様なコミュニケーションツールを活用して利用者支援の向上を図っている。 

タイトル３ 
食事時間が楽しくなるよう、嗜好調査などをおこない利用者の希望が反映でき

るよう工夫している。 

 

〇さらなる改善が望まれる点 

タイトル１ 
中・長期事業計画に具体的内容を盛り込み、施設の行動の見通しを職員や利用者

等に説明することが望まれる。 

内容 

令和 7年度の移転計画及び令和 9年度の改築計画に向けて、活動プログラム・送

迎バス運行等の話し合いの場を職員のみならず、保護者も含め構成し、相談しな

がら施設全体で見通しもって進めていく。 

タイトル２ 
職員が書類作成を円滑におこなえるようパソコンの講習等の充実や業務の簡素

化等を図っていくことを期待する。 

内容 
移転計画及び改築計画を良い機会と捉え、業務内容の精査とパソコン操作に不慣

れな方の意見を取り入れながら整理していく。 

タイトル３ 
利用者の高齢化、重度化に対応できるように職員研修等を充実させることで、多

面的支援が拡充されることを期待する。 

内容 

職員に受けたい研修のアンケートを実施。アンケートと職員一人一人の困り事を

聞き取りながら、受ける研修を精査していく。また、より実践に向けた外部講師

による内部研修や事例検討会を合わせて支援力向上に努めていく。 

 


